
平
成
二
十
二
年
五
月
十
九
日
提
出

質

問

第

四

八

四

号

『
現
代
仮
名
遣
い
』
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
内
閣
告
示
第
一
号
）
の
運
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

稲

田

朋

美
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『
現
代
仮
名
遣
い
』
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
内
閣
告
示
第
一
号
）
の
運
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
語
の
表
記
法
に
つ
い
て
は
、
被
占
領
期
の
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日
付
で
二
つ
の
内
閣
告
示
が
あ
っ
た
。
即
ち
、

『
当
用
漢
字
表
』
と
『
現
代
か
な
づ
か
い
』
で
あ
る
。

前
者
は
、
「
日
常
使
用
す
る
漢
字
の
範
囲
」
を
一
八
五
〇
字
に
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
「
大
体
、
現
代
語
音
に

も
と
づ
い
て
、
現
代
語
を
か
な
で
書
き
あ
ら
わ
す
場
合
の
準
則
を
示
し
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
六
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
五
十
八
回
国
語
審
議
会
総
会
に
て
、
中
村
梅
吉
文
部
大
臣
が
「
今
後
の
ご
審

議
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
国
語
の
表
記
は
、
漢
字
か
な
ま
じ
り
文
に
よ
る
こ
と
を
前
提
と
し
」
と
言
明
し

た
こ
と
か
ら
、
敗
戦
と
被
占
領
と
い
う
異
常
な
事
態
の
下
で
拙
速
に
強
行
さ
れ
た
国
語
国
字
改
革
の
弊
害
が
一
定
程
度
是
正
さ

れ
、
国
語
の
表
記
の
基
本
が
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

そ
の
後
、
『
当
用
漢
字
表
』
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
付
内
閣
訓
令
・
告
示
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
現
代
の
国

語
を
書
き
表
す
場
合
の
漢
字
使
用
の
目
安
を
示
す
も
の
」
と
し
て
『
常
用
漢
字
表
』
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
『
現
代
か
な
づ
か
い
』
は
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
付
内
閣
訓
令
・
告
示
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
一
般
の
社

会
生
活
に
お
い
て
、
現
代
の
国
語
を
書
き
表
す
た
め
の
仮
名
遣
い
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す
も
の
」
と
し
て
『
現
代
仮
名
遣
い
』

一



が
示
さ
れ
た
。

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
『
現
代
仮
名
遣
い
』
の
運
用
上
の
諸
問
題
に
つ
き
質
問
す
る
。

一

国
歌
「
君
が
代
」
の
歌
詞
に
つ
い
て

『
現
代
仮
名
遣
い
』
の
「
前
書
き

�
」
に
「
こ
の
仮
名
遣
い
は
、
法
令
、
公
用
文
書
、
新
聞
、
雑
誌
、
放
送
な
ど
、
一

般
の
社
会
生
活
に
お
い
て
、
現
代
の
国
語
を
書
き
表
す
た
め
の
仮
名
遣
い
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る

よ
う
に
、
そ
も
そ
も
法
令
を
成
文
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
「
現
代
仮
名
遣
い
」
を
も
っ
て
表
記
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、
「
前
書
き

�
」
に
は
、
「
こ
の
仮
名
遣
い
は
、
主
と
し
て
現
代
文
の
う
ち
口
語
体
の
も
の
に
適
用
す

る
。
原
文
の
仮
名
遣
い
に
よ
る
必
要
の
あ
る
も
の
、
固
有
名
詞
な
ど
で
こ
れ
に
よ
り
が
た
い
も
の
は
除
く
。
」
と
あ
り
、
ま

た
、
「
前
書
き

�
」
に
は
、
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
が
、
我
が
国
の
歴
史
や
文
化
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
と
し
て
、

尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
」
と
あ
る
。

『
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
』
（
平
成
十
一
年
八
月
十
三
日
法
律
第
百
二
十
七
号
）
の
「
別
記
第
二
」
は
国
歌
「
君

が
代
」
の
歌
詞
を

君
が
代
は

千
代
に
八
千
代
に

さ
ざ
れ
石
の

い
わ
お
と
な
り
て

こ
け
の
む
す
ま
で

二



と
し
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
は
明
ら
か
に
「
現
代
仮
名
遣
い
」
が
主
と
し
て
適
用
さ
れ
る
「
現
代
文
の
う
ち
口
語
体
」
で
は
な

く
、
「
我
が
国
の
歴
史
や
文
化
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
」
文
語
体
の
和
歌
で
あ
る
。
衆

議
院
内
閣
委
員
会
（
平
成
十
一
年
七
月
一
日
）
で
西
村
眞
悟
委
員
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
「
い
わ
お
」
は
「
い
は
ほ
」
と

「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
。

二

大
概
の
出
版
社
は
、
原
作
が
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
で
書
か
れ
て
い
る
文
学
作
品
等
の
出
版
に
際
し
て
、
こ
れ
を
「
現
代

仮
名
遣
い
」
に
わ
ざ
わ
ざ
改
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
な
さ
れ
て

い
る
。

「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
で
書
か
れ
て
い
る
文
学
作
品
を
、
「
現
代
仮
名
遣
い
」
で
書
き
直
す
こ
と
は
内
閣
告
示
『
現
代
仮

名
遣
い
』
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
で
あ
り
、
原
作
の
改
竄
で
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
。

『
現
代
仮
名
遣
い
』
の
「
前
書
き

�
」
に
は
、
「
こ
の
仮
名
遣
い
は
、
科
学
、
技
術
、
芸
術
そ
の
他
の
各
種
専
門
分
野

や
個
々
人
の
表
記
に
ま
で
及
ぼ
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
前
項
で
も
指
摘
し
た
「
前
書
き

�
」

に
も
反
す
る
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
如
何
。

三

小
・
中
学
校
の
国
語
教
育
に
つ
い
て

三



�

「
五
十
音
図
」
に
つ
い
て

「
前
書
き

�
」
に
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
の
尊
重
と
い
う
趣
旨
が
明
記
さ
れ
、
続
け
て
「
こ
の
仮
名
遣
い
の
理
解
を

深
め
る
上
で
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
知
る
こ
と
は
有
用
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
小
・
中
学
校
の
国

語
教
科
書
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
五
十
音
図
」
の
扱
い
は
適
切
で
あ
る
か
。
ま
た
、
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
の
指
導
は
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

因
み
に
、
東
京
書
籍
版
、
小
学
一
年
用
『
新
編

あ
た
ら
し
い
こ
く
ご

一
下
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
五
十
音
図
」

は
、
や
行
と
わ
行
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

や
行＝

ヤ

（
イ
）

ユ

（
エ
）

ヨ

わ
行＝

ワ

（
イ
）
（
ウ
）
（
エ
）

ヲ

そ
も
そ
も
「
現
代
仮
名
遣
い
」
に
も
、
や
行
と
わ
行
に
は
「
イ
」
や
「
エ
」
は
存
在
せ
ず
、
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
を

教
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
行
に
は
「
ヰ
」
や
「
ヱ
」
が
記
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
穴
あ
き
五
十

音
図
」
以
上
に
児
童
の
理
解
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
と
い
う
べ
き
だ
が
、
全
国
の
小
・
中
学
校
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る

教
科
書
に
お
い
て
「
五
十
音
図
」
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
こ
の
件
に
関
す
る
文
部
科
学
省
の
「
学
習
指

四



導
要
領
」
や
「
教
科
用
図
書
検
定
基
準
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

東
京
都
世
田
谷
区
の
「
日
本
語
の
教
育
特
区
」
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
に
改
正
さ
れ
た
『
教
育
基
本
法
』
の
前
文
に
「
伝
統
を
継
承
し
、
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
教
育
を

推
進
す
る
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
伝
統
を
継
承
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
、
小
・
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
国
語

教
育
は
改
善
の
余
地
が
多
分
に
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
点
で
、
世
田
谷
区
で
行
わ
れ
て
い
る
「
日
本
語

の
教
育
特
区
」
は
大
い
に
参
考
に
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
。

因
み
に
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
日
の
衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会
第
二
分
科
会
で
、
自

民
党
の
林
潤
分
科
員
が
質
問
し
、
世
田
谷
区
で
行
わ
れ
て
い
る
日
本
語
教
育
の
成
果
を
他
の
自
治
体
に
も
波
及
さ
せ
る
こ

と
を
提
起
し
て
い
る
。

四

国
語
国
字
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
見
直
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て

戦
後
被
占
領
期
に
お
け
る
国
語
国
字
の
改
革
は
漢
字
使
用
を
撤
廃
し
、
最
終
的
に
国
語
を
「
ロ
ー
マ
字
化
」
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
我
が
国
固
有
の
伝
統
と
文
化
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

被
占
領
期
の
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
、
米
国
教
育
使
節
団
か
ら
連
合
国
最
高
司
令
官
宛
に
提
出
さ
れ
た
『
米
国
教

五



育
使
節
団
報
告
書
』
中
「
国
語
の
改
革
」
の
項
に
「
国
語
の
形
式
の
い
か
な
る
変
更
も
、
国
民
の
中
か
ら
湧
き
出
て
こ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
変
更
に
対
す
る
刺
戟
の
方
は
、
い
か
な
る
方
面
か
ら
与
え
ら
れ
て
も
差
し
つ
か

え
な
い
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
本
来
、
国
語
国
字
に
変
化
が
生
じ
る
場
合
で
も
、
そ
れ
は
「
国
民
の
中
か
ら
湧
き

出
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
」
っ
て
、
「
刺
戟
」
と
称
し
て
占
領
国
が
被
占
領
国
に
再
三
「
変
更
」
を
勧
告
す
べ

き
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
如
何
。

戦
後
被
占
領
期
に
企
て
ら
れ
た
誤
っ
た
国
語
政
策
の
弊
害
は
多
少
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
国
語
の
表
記
が
い
か
に
あ
る

べ
き
か
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
た
国
語
の
表
記
を
、
国
家
の
名
に
お
い
て
変
更
を
強
制
し
、
或

は
制
限
を
加
え
る
こ
と
自
体
に
妥
当
性
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
検
討
が
な
さ
れ
た
と
は
到
底
言
え
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。

記
紀
・
万
葉
に
始
ま
る
国
語
の
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
た
め
に
国
語
国
字
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
改
め
て
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
。

右
質
問
す
る
。

六


